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が必要である．家庭医として，というか，臨床家として，
全ての職種が長く活動するために必須のコンピテン
シーであると思う．
　終章「おわりに」が秀逸だと思う．医師が保有しがち
なシニカルな態度（すみません…）を封印し，自己と他
者の人生を肯定し，希望を持ちながら，できることを
やっていく，という宣言として読んだ．これから高齢
の医療専門職も増えていくのだが，この「おわりに」は
大ベテランとなった専門職が，これからの仕事人生を
生きていくときの灯台になるような文章だと思う．
　最後に，看護職の皆さんが本書を読むと，特に第II
章あたりで，「だから，今まで看護はそう言ってきた
じゃん！」「人生の意味とか価値とか，病みの軌跡とか，
病気を治すだけが医療じゃないって言ってきたのに，
医師は全然聞いてくれなかったじゃないか！」という
気持ちが湧く人も一定数おられると思う．共感すると
ともに，これまでの対立の歴史が頭に浮かぶというか
……．でも冷静に考えてみると，看護師だって，特定
行為研修で医師の診断推論などを学び，医師の知識や
スキル，考え方を共有した上で看護することにより，
患者さんへの看護実践に幅が出る．そして，それをよ
く思わない医師も確かに一定数いる．つまり，令和の
今は，いろいろな職種が他の職種の保有する知識とス
キルを共有することが実現しつつあるということで
あって，とある専門職集団が，とある知識体系を独占
することに何の意味があるのか，ということを考える
きっかけにもなると思う．

　本書は，家庭医としての藤沼康樹氏（医療福祉生協
連家庭医療学開発センター長）が，これまでの自身の
ジェネラリストとしての実践知を，多様な領域の大理
論や概念モデルと照らし合わせ解説し，今後の発展の
方向性を論述したものである．
　第 I章「プライマリ・ケア外来の一般要件」は，家庭
医としての実践を始めたばかりの方へのパール集と
なっており，独り立ちする際に「ここは気をつけよう」
と先輩としてアドバイスするような内容となってい
る．第 II章「卓越したジェネラリスト診療の実践」では，
既存の大理論や概念モデルについて基礎知識の整理を
行い，かつ“医師らしく”考えるその方法は「診断推論」
だけではなく，患者を理解していくにはいろいろな見
方があるということを，豊富な事例を基に解説してい
る．特にこの章の4～8節は，看護学領域でのパトリシ
ア・ベナーの著書『From Novice to Expert』をほうふつ
とさせる内容でエキスパートになっていく（卓越して
いく）ときのものの見方・考え方が具体的に論述され
ている．第 III章「卓越性を支える『チーム』と『教育』」
では，多職種連携教育の3つのメリット「チームスキ
ルの獲得」「共同学習の方法の獲得」「省察と経験学習
の方法の獲得」のうち共同学習・省察・経験学習につ
いて考察している．専門職連携教育は，チームビルディ
ングなどのチームスキルの獲得のみに焦点が当てられ
がちだが，実は，チームを俯瞰し，どんなチームであっ
てもその職種の役割を果たし，かつ他の職種の役割発
揮を支援する「共同学習」「省察」「経験学習」のスキル
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